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法政大学出版局　2014年4月14日配本　定価3456円（本体3200円＋税）	 A5判上製・270頁
ティエリ・グルンステン、ブノワ・ペータース 著／古永 真一・原 正人・森田 直子 訳	

テプフェール マンガの発明	 ISBN978-4-588-42013-9 C1070

★★　西洋世界で初めて、物語を展開するコマ割りマンガを制作し、その最初の理論化まで遂行した異才ロドルフ・
テプフェール。その生涯と作品を、現代最高のマンガ研究者・批評家である著者たちが紹介し、作家の歴史的
意義を明確に位置づけた画期的著作。線と記号による芸術としての、マンガの起源と現在に関心をもつ万人
に必読の書。『観相学試論』ほか、テプフェール自身の理論的テクストも収録。	 【芸術・思想】

☞ 日本のマンガ学にとっても大いに刺激的な書。BD『闇の国々』シリーズの訳者たちが共訳。

法政大学出版局　2014年4月中旬配本　定価2916円（本体2700円＋税）	 A5判並製・280頁
本田 宏、堀江 孝司 編	

脱原発の比較政治学	 ISBN978-4-588-62526-8 C0031

★★　チェルノブイリや福島の事故をうけて、世界各国はどのような選択をしているのか。日本では現在、多くの
地方議会が脱原発の意見書を可決しているにもかかわらず、政府は既存の原発の再稼働を進め、外国に輸出
しようとしている。本書は、福島第一原発事故が投げかける問題を民主主義への挑戦ととらえ、政治学的な
視点から応えようとする。私たちがいますべきこととはなんだろうか。	 【原発・比較政治学】

☞ 関連書：M.カリーゼ『政党支配の終焉』、上村・木村・塩原編著『市民の外交』（いずれも小局刊）。

法政大学出版局　2014年4月15日配本　定価18360円（本体17000円＋税）	 四六判上製貼箱装・906頁
西田 勝 編・校訂	

田岡嶺雲全集 第四巻 評論及び感想 四	 ISBN978-4-588-11029-0 C1395

★★　本巻は『中国民報』の主筆を辞し、上京して『天鼓』を創刊した1904年11月から、日光で没する五ヶ月前の
1912 年4 月までに発表された評論及び感想を収録。『壺中観』や『霹靂鞭』が発売禁止になるなど、表現の自
由を重く拘束される中で、隠喩や逆説、イロニーを多用し、狭義の文芸評論を超えて、人種的・社会的・性的格
差のない世界共同体、とりわけ女性の解放をめざした論考が多数含まれる。	 【文学・思想】

☞ 関連書：第一巻～第三巻「評論及び感想一～三」、　第五巻「記録 伝記」（第一巻はオンデマンド版）。

法政大学出版局　2014年4月7日配本　定価6804円（本体6300円＋税）	 四六判上製・618頁
モーリス・メルロ ＝ポンティ 著／クロード・ルフォール 編／中島 盛夫 監訳	 《叢書・ウニベルシタス426》

見えるものと見えざるもの 《新装版》	 ISBN978-4-588-09979-3 C1310

★★　『行動の構造』『知覚の現象学』の到達点を越えて、身体＝野生の奥深い経験世界の現象学を新たな存在論と
して展開し、「沈黙の世界」への哲学的開眼を告知する。	 【哲学・思想】■復刊再委託■

☞ 関連書：M.メルロ＝ポンティ『フッサール『幾何学の起源』講義』『知覚の本性』『知覚の現象学』（いずれも小局刊）。

法政大学出版局　2014年4月7日配本　定価2700円（本体2500円＋税）	 四六判上製・230頁
エマニュエル・レヴィナス 著／合田 正人、三浦 直希 訳	 《叢書・ウニベルシタス779》

貨幣の哲学 《新装版》	 ISBN978-4-588-09977-9  C1310

★★　ハイデガーが唯一現象学的考察を加えなかった「貨幣」について、倫理的意味を有し、世界の正義と人間化に
貢献しうるものとして考察するレヴィナスの経済倫理思想。	 【哲学・思想】■復刊再委託■

☞ 『レヴィナス著作集』刊行スタート。第1巻『捕囚手帳ほか未刊著作』、第2巻は講演集、第3巻は小説や詩作品などを収録。


